
高齢社会演習
2025年度 プログラムNo. 2503

「G-tech」

■日程：
04月  日程別途調整(1h) G-techガイダンス@ライブラリ
04月  日程別途調整(2h) 模擬住居@東大・柏の葉 見学会
04月  日程別途調整(2h) 模擬住居@東京理科大学 見学会
05月-06月  日程別途調整(3h) 調査実験・予備実験
07-08月 日程別途調整(3h) 本調査・実験データ分析・論文執筆
09月  日程別途調整(3h) 秋学期まとめ・春学期計画の相談会議
未定  日程別途調整(3h) ジェロントロジー・アカデミー ジェロンテクノロジー／情報システム など特定回

■留意事項：
・上記プログラム出席希望者は必ずG-techガイダンスを受講すること（録画対応可）
・調査活動や実証実験の計画・準備会議（ライブラリ/zoom開催）などに参加すること
・日程が決まっていないところは、履修者と相談しながら決定予定
・交通費、研究活動経費は別途支給
・履修に関してはカン<skang.tky@gmail.com>, 吉崎<r.yoshizaki@mfg.t.u-tokyo.ac.jp> ,伊藤<k.ito@iog.u-
tokyo.ac.jp>まで連絡をすること

■概要：
近年、高齢化社会に起因する社会的課題に対して、AIやIoTの利活用による課題解決に関心が向けられている。一方で、活力ある高齢

者が増加するとともに高齢者の生活スタイルやニーズも多様化しているため、用途に特化したソリューションでは高齢者の生活を十分

に支援できないことが明らかとなっている。そのため、高齢者が自律的に自身の課題解決に取り組める柔軟性を持った社会実装のあり

方について検討する必要がある。本演習では、高齢者が直面する生活課題を解決するのに、高齢者の生活を支援できる生活支援ICTシス

テムを構想し、高齢者が自律的なQoL向上に必要な構成要素を理解し、実現するための考察を行う。具体的な活動としては、①高齢者

の生活スタイルとニーズを理解するヒアリング調査などの活動と、②実証実験を通じた社会実装の検討の活動である。また、AIやIoTの

みならず、VRやメタバースなどの最先端のテクノロジーを活用した座学やプロジェクトの聴講などを演習の対象とする。具体的には

ジェロントロジー・アカデミーのいくつかの講義や研究プロジェクトへの参画や、共創センターやVR教育研究センターの活動も一部含

める。また、プログラムを主体として得られた調査結果は学生を主体として論文執筆・国際会議発表をサポートし、著者や発表者の活

動もプログラムに含める。

■担当教員：カンスーイン、吉崎れいな、藪謙一郎、三浦貴大、伊藤研一郎、藤﨑万裕、吉田涼子、菅原育子、二瓶美里、大月敏雄、
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